
南砺市
定例記者会⾒資料（10⽉）

「輪島市の経験から学ぶ ⼦どもの⼼を守る地域防災」を
開催します（前半︓講演会 後半︓トークセッション）

近年の⼤規模災害の被災地において、被災後の「こどものこころのケア」の重要性がクローズアップされてい

ます。令和6年度から開催している「災害時のこどものこころのケア」研修の⼀環として、輪島市⼦育て健

康課の中⼭課⻑を招き、輪島市での災害対応を学びます。そして、南砺市の防災とこどものこころのケアに

ついて、明橋政策参与と⽥中市⻑が話し合い、助⾔者に中⼭課⻑を交えたトークセッションを⾏います。

■内容説明
１．⽇時 令和７年１１⽉１６⽇（⽇）12:30〜13:30
２．会場 南砺市井波総合⽂化センター エイトホール （南砺市⼭⾒1440番地）
３．実施内容

司会進⾏ 明橋 ⼤⼆ ⽒ 南砺市政策参与・ 真⽣会富⼭病院 ⼼療内科部⻑
前半︓講演会 〜輪島市での災害対応について〜

講師 中⼭ 和⼦ ⽒ 輪島市⼦育て健康課⻑
後半︓トークセッション 〜これからの防災と⼦どもの⼼のケアを考える〜

⽥中 幹夫 ⽒（南砺市⻑）×明橋 ⼤⼆ ⽒（南砺市政策参与）
＜助⾔者＞ 中⼭ 和⼦ ⽒

４．対象 広く市⺠の皆さまにご参加いただけます。
５．申込⽅法など 参加費無料・事前申込を必要とします(指定申込フォームから申込受付)

定員60名（要申込、定員に達し次第締め切ります。）
■特記事項
11⽉15⽇〜16⽇に開催される⽣涯学習フェスに合わせて本講演会を実施します。
11 ⽉ 16 ⽇の午前と午後の時間帯には、地域の防災に関わる⽅々（地域づくり協議会、主任児童委
員、PTA など）を対象とした「災害時における⼦どもにやさしい空間（CFS）の準備・設営研修」を⾏いま
す。この研修の間の時間帯を利⽤し、広く市⺠を対象とした本講演会を実施します。
■現状・問題点・背景等
能登半島地震では、災害に対するこどもの反応への対応に親や保育園は苦慮した。そのため、災害時にす
ぐ対応できるよう、こどものこころのケアについてのパッケージ作成が必要である。
そこで、「こどものえがおクリニック」臨床⼼理⼠ ⼭下委希⼦先⽣の協⼒のもと、令和6年度より「こどものここ
ろのケア」に関する研修会を実施しており、来年度以降南砺市版『災害時のこころのケアパッケージ南砺市
版』の作成に繋げる。
■今後の⾒通し、効果、影響等
・講演会を⾏うことで災害時のこころのケアが⼤切であるという市⺠の意識を⾼める。
・来年度以降、⽇本⾚⼗字の協⼒を得て、『災害時のこころのケアパッケージ南砺市版』の作成を⾏う。
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